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1  Flavell(1979:909)を参考のこと 
2  こうした「メタ認知的経験」「認知についての調整」「メタ認知スキル」のような複数の用語が類似した
現象に使用されるということがメタ認知的研究に難点をもたらしている． 
3 用語は不一致であるが，Nelson&Narens (1994:16)によると，「判断(judgement)」に分類されている． 
4  「期待行動」は学習者がその状況でどのように行動すべきと考えているか，つまり，学習者自身の考え
るタスクに対する正しいと思う対応行動を指す．これは，学習者の自分自身に対する期待か教師の指示に
基づく． 
『接触場面・参加者・相互行為 接触場面の言語管理研究 vol.9』(2011)pp.117-124 
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Abstract 
In recent years, a large number of studies about Chinese residents in Japan, have referred 
to their personal identity. But when we use the viewpoint of the contact situation to observe these 
residents, it will be shown that the residents will manage their foreignness according to 
interactional situations and partners. The study hints that foreignness management will be 
important to investigation into the formation of Japanese usage. This paper will show why 
foreignness management study is necessary. 
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法務省入国管理局の統計によると，2009 年(平成 21 年)の国籍別外国人登録者数は，中国が最
も多く 68 万 518 人で全体の 31.1％を占めており，年々増えている傾向がある．そして，就労や
留学などで中・長期的に日本で生活を送る人も増加している．しかし，長期滞在することと日本
人と同等な能力があることとは必ずしも一致しない．日本に長期滞在しても，接触場面のインタ
ーアクションにおいて母語話者と同等な能力を持つ中国人居住者はそう多くない．日本語が堪能
な中国人居住者でも，接触場面において何らかの外来性(Neustupný1985,フェアブラザー2003)が
母語話者に留意されている．このように，中国人居住者自身には認識されないが，日本語母語話
者によって留意されてしまう逸脱にはどのような特徴があるのかはまだはっきり分かっていな
い．また，中国人居住者は長期滞在することにより，豊富な接触経験から自分の外来性の一部に
ついて認知ができていると考えられる．さらに，実際のインターアクションにおいて，それらの
外来性を管理する能力も持っていると考えられる．しかし，どのような外来性が認知され，どの
ように管理されているのか，その実態はいまだ不透明のままである． 
日本に長期滞在する外国人居住者に対する従来の研究では，ホストカルチャーとしての日本文
化への適応問題や，在日朝鮮人・韓国人や南米日系移民を対象とするエスニック・アイデンティ
ティの問題が取り上げられているだけである．日本に長期滞在する中国人に関する研究としては，
日本文化への適応やアイデンティティを扱うものが多い．社会学の領域では，生活環境やネット
ワークに関する研究も見られる．本稿では，先行研究を概観することで，日本に長期滞在する中
国人居住者の状況を考察し，長期滞在者の日本語使用問題を今後研究していくための第一歩とし
たい．以下では，日本に長期滞在する中国人居住者のエスニック的な特徴，および言語使用に影
響を与え得ると考えられるアイデンティティ要素を概観し，外来性を研究していく上での新たな
視点を考察していく． 
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 異なる言語や文化のメンバーとコミュニケーションを持つ場面は接触場面と呼ばれる
（Neustupný1985）．そして，そこに存在する異文化的要素は外来性となり，それがさらに引き金
となって参加者間において言語調整行動が行われる．Neustupný(1985)は，何らかの外来性の存在
が接触場面の中心的な特徴であると論じている．そこで扱われている外来性は，外見のほかに外
国人の中間言語，メッセージの理解度なども含まれている．さらに，フェアブラザー(2003)や村
岡(2010)などでは，社会言語的外来性と社会文化的外来性についても扱っている．例えば，
Hymes(1972)の「SPEAKING」モデルにおける逸脱(deviance)が社会言語的外来性とされ，非母語
話者の文化背景や価値観などが社会文化的外来性とされている．このような逸脱が生じることに
よって，言語管理プロセス(Jernudd& Neustupný1987,Neustupný1994) が実施される．そして，従
来の言語教育では母語話者と同様な能力になることを目標としてきたが，近年，このような非母
語話者の「言語欠如」(ネウストプニー1995)は簡単に取り除くことができないとされている．そ
して，相手言語接触場面の地位が相対的に低くなり，ホストとゲストの関係も緩和されてきたた
め，外国人は場面に応じて外来性を意図して表出したり回避したり，イングループの指標とした
り，多様な管理を行っている(村岡 2010)． 
このように，時代の変化とともに接触場面も変容してきた．それに伴って参加者間では外来性
に関する意識も従来の除外すべきものではなくなり，外国人が目的に応じて利用することも容認
されるようになった．そのため，接触場面における言語使用だけを見ても，それは当事者が意識
的に管理した結果，つまり表層化したものに過ぎない．その深層にある外来性に対する管理実態
の究明こそが，外国人の日本語使用問題を分析するのに，重要なヒントとなると言える． 
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長期滞在する中国人居住者については，その多様性のため，先行研究によって呼び方が異なっ
ている．1990 年 9 月 7 日の中国人民代表大会において，「中華人民共和国帰国華僑とその家族の
権益保護法」が可決され，外国に定住している中国人を「華僑」と称し，所在国の国籍を取得し
た中国人を「華人」と称すと定められた．しかし，多くの研究では，国籍に関わらず海外に居住
する中国系住民全体を「華僑」と呼ぶこともあれば，華人と華僑の違いを認めながらも研究にお
いて区別しないものもある(鞠 2005，佟 2006，濱下 2006 等)．また「華僑」に属しながら事実上
「華人」や「華裔」と言ったほうが適切である人々もいる(殷 2005)．殷(2005)では，日本に居住
する中国籍者のことを在日中国人と呼び，その中でさらに，形成時期によって中国系住民を「老
華僑」と「新華僑」に区別している．70 年代より以前に来日し横浜などの中華街に住み着いた
人たちのことを「華僑」あるいはオールドタイマーズと呼んでいる．その後の日中国交正常化に
伴い，多くの中国人は日本に渡り，留学や就労の期間を経て，その後も滞在が長期化した．この
人たちのことをニューカマーあるいは新華僑と呼ばれることが多い．この分類は多くの研究で共
通して使用されている．殷(2005)では，老華僑と異なって新華僑の人たちは特定の居住地域に集
中しているのではなく，都会などの賑やかな地域にばらばらに住んでおり，生活様式やアイデン
ティティが必ずしも「日本化」されているとは言えないと指摘している．特に近年，新たな出国
者の流れは華僑社会にも影響を与え，新たな現象が生じた．老華僑つまりオールドタイマーズは，
近年来日した長期滞在者のことを「華僑」として認めない，あるいは，自分と同じ華僑であると
日本の中国人長期滞在者の言語問題の展望 (鄒) 
119 
は認めないという事実もある．このように，特にグローバル化により国境を越えた人口流動が頻
繁で複雑になった現代社会において，華僑という概念はもはや適用できなくなってきたというの
が現状である． 
国際移動の観点から研究している田嶋(2010)では，華僑や華人という名称ではなく，中国系移
住者という概念が用いられている．ここでの「中国系移住者」には，中国公民，台湾出身者，日
本国籍を取得した中国系の人々が含まれる．そのうち，オールドタイマーズとは主に 1859 年の
横浜開港以来の居住者とその子孫であり，中華街を主な活動場所としている．また，中国系ニュ
ーカマーズとは 1972 年の日中国交回復以降に来日した人々を指し，その中心は 1978 年の経済改
革・対外開放政策実施以降の来往者であると定義している（田嶋 2010：267）． 
また，奥田の研究では，ニューカマーズの中でも 88 年に来日した東アジア諸国の大都市出身
者と 90 年代後半に来日した人の間では，居住環境と生活態度において大きな違いがあると指摘
している．そのため，88 年に来日した人を’88 年組と呼び，90 年代後半に来日した人をニュー
ニューカマーと呼んで区別している．このように，同じ中国人居住者と言っても，来日した時期
によって，人々が持つ目的や行動様式が異なり，そのため中国人居住者を分類した上で研究する
必要がある． 
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在日外国人の研究では，移民や帰国子女の適応問題を扱うものが多い(林 1987，江淵 1988 な
ど)．また留学や短期滞在者を対象とする長井(1988)，井上・伊藤(1997)などがある．長期滞在者
の研究として中原(2003)，辻本(1998)などがあるが，そのほとんどはエスニック・アイデンティ
ティの問題を取り扱っており，研究対象者も在日朝鮮人・韓国人と日系移民に限っている．近年，
在日アジア人の研究も増え，奥田と田嶋のような長期間に渡りアジア出身のニューカマーズを調
査しつづける研究者もいる．それらの研究によって，日本に長期滞在するアジア人居住者の生活
様式や居住環境などの一部が明らかにされた．  
その中で，日本への定住意向は，移住者たちの日本語使用や日本社会への適応度と深く関連し
ていると思われる．いずれ帰国すると考えている移住者より，日本への定住を視野に入れている
移住者のほうが，日本語習得と社会への適応についてより意識している可能性がある．田嶋
(2010)は 140 人の郊外居住している中国人移住者に対して，定住への志向を調査し統計した．そ
のうち「今後も日本に住み続けたい」と考えている人は 37 人で 26.4%を占めており，全体の 3
割未満に止まっている．そして，「いずれは国に帰りたい」と考える人は 57 人で 40.7%を占めて
おり，4 割の人は定住を考えていないことが分かる．また，「まだ分からない」と考える人は 38
人で 27.1%を占めており，この人たちの今後の意向決定次第で統計結果に影響を与えることにな
るが，田嶋の研究ではそれ以上のことを述べていない． 
また，アメリカ人と国際結婚した日本人妻の名乗り行動，および日本に居住する外国人妻の名
乗り行動から，長期滞在者のアイデンティティを論じたのは矢吹(2005)と竹尾・矢吹(2006)であ
る．いずれの場合も，相手国に合わせて名前を選択している人が多い．竹尾・矢吹(2006)の研究
結果から，日本に長期滞在する中国人が帰国者の子女である場合や日本人の夫を持つ場合は，日
本の国籍に帰化し，日本名に改名するあるいは通用名を使っている．また，日本へ帰化して改名
しても，何らかの形で母国名を残したがることがインタビューからわかった．一方，両親も中国
籍でかつ国際結婚でない場合は，日本への帰化をせず，名前も中国名のままであることが示され
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本の国籍に帰化し，日本名に改名するあるいは通用名を使っている．また，日本へ帰化して改名
しても，何らかの形で母国名を残したがることがインタビューからわかった．一方，両親も中国
籍でかつ国際結婚でない場合は，日本への帰化をせず，名前も中国名のままであることが示され
接触場面・参加者・相互行為 
120 
ている．そして，名前を選択する際に①出身文化の名前への愛着・思い入れ②家族関係③利便性
(受け入れ社会における外国名の受容度)④利便性(名前の形態・文字形態)⑤受け入れ社会での流
行⑥国籍(帰化の有無)という 6 つの要因が関わっていると竹尾・矢吹（2006）は指摘している．
この研究によると，仕事や生活上において外国人名は不便であると一般的に思われており，特に，
日本に帰化することは日本名に改名することを意味していると考える人がほとんどであり，その
ため，帰化した全員は日本名を使用しているという結果となったという． 
このように，日本への定住を志向する中国人居住者の割合は田嶋の研究ではそう多くなかった
ことがわかった．そして，外来性の問題は中国人居住者の定住志向に影響を与えているかどうか
もまだ不明のままである．また，竹尾と矢吹の研究は日本人と国際結婚をしたあるいは帰化をし
た場合に限ってはいるが，名前から現れる外来性への管理が見られたと言える． 
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近年，グローバル化が進むにつれ，移民の言語習得や母語維持などの言語問題について，さま
ざまな議論がなされるようになった．日本社会も同様に，多くの外国人が生活しており，多文化
共生が進んでいる．このような状況下で，日本語教育の領域では，外国人の言語問題について多
くの研究が行われた．第二言語習得研究においてもバイリンガル研究においても，コードスイッ
チングや言語変化などの問題が取り上げられている．第二言語学習者のコードスイッチングは，
第二言語能力を補足するためのストラテジーとして考えられている(Faerch and Kasper1983，服部
2001，久保田 2004)．また，田崎(2007)は，日本語非母語話者が英語へコードスイッチングする
ことによって，日本語の相手言語接触場面から第三者言語接触場面へ切り替え，参加者間の非対
称性を軽減させると指摘している．そして，バイリンガル話者や多言語使用者によるコードスイ
ッチングは，言語能力の補足方略であるというより，それぞれの言語を機能的に使い分けること
で，仲間意識やアイデンティティを示す機能があると指摘されている(Nishimura1997)．また，村
岡・高(2009)では，日本にいる中国朝鮮族が日常的に 3 言語(朝鮮語/韓国語，中国語，日本語)を
使用しており，その 3 言語間のコードスイッチングを言語管理の視点から異なるネットワークに
おける言語使用実態が明らかにされている． 
このように，接触場面において多くの問題が存在している．それらの接触問題には①ストラテ
ジーのゴールとしての問題②解消できない問題への対処③インターアクションの促進するリソ
ースとしての問題という三つの類型が村岡(2006)で示されている．これからの接触場面研究に新
たな枠組みを提供していると言える．  
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中国人日本語話者の外来性というと，いわゆる中国人訛りという音声的な問題が思い浮かぶ人
は少なくない．第二言語習得研究では，外国人訛りは臨界期を過ぎた外国語学習者が多く抱える
問題であり，それを母語話者のようにまで改善することは難しいとされている．この外国人訛り
もまた，母語話者ではないという「外来性」を顕在化させ，接触場面において問題を引き起こす
ことになる．そして，音声的な問題だけでなく，文法的な間違いや不自然な表現，さらに社会文
化的な逸脱なども，接触場面のインターアクションにおいて外国人の外来性を浮き彫りにさせる
ことがある．フェアブラザー(2003)は，母語話者による言語管理という視点から，非母語話者の
外見を含め，言語的，社会言語的，社会文化的外来性を分析している．その結果，中国人日本語
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話者は言葉及びそれ以外の要素で母語話者に逸脱として留意されることが多かった．特に相手発
話中に打たれるあいづちが単純であることや，話者交替(turn-taking)の際に生じる沈黙の問題な
どは母語話者に消極的な印象を与え，否定的に評価されることが多い（フェアブラザー2003）．
つまり，接触場面のインターアクションにおいて，社会言語的な逸脱はインターアクションに悪
影響を与えているにも関わらず，調整されることは少ない．さらに，フェアブラザー(2003)では，
非母語話者はこのような逸脱を意識しない場合が多く，母語話者からフィードバックをもらうこ
とができないため，習得が困難であると指摘している．  
また，インターアクションを促進するリソースあるいは社会と個人のエンリッチメントの要素
(岡崎 2003)として，外来性を肯定的に考え，利用する人もいる．村岡(2002)では，日本人配偶者
である中国人妻が中国姓を名乗ることで自分の外来性を意識的に表示し，母語話者の期待の変更
を求め，相手言語規範の適用を事前に抑制するという事例が紹介されている．また，田嶋(2010)
に挙げられている韓国人の事例では，共生を目指すために守るべきことは，日本語を上手に話し
てはいけないというルールであると当事者が述べている．つまり，外来性の問題は解決したくて
も解決できない問題であり，このような問題の管理が多文化共生の時代においてポイントとなる
(村岡 2006)．  
 
7��� 
 社会学及び社会心理学の研究によって，中国人居住者のエスニック的な特徴の一部が明らかに
された．しかし，中国人居住者の日本語使用状況についての研究はまだ少なく，特に長期滞在者
の外来性管理の実態はまだ不透明な部分が多い．それについて，外来性は除去されるべき問題で
あるという否定的な考えから，インターアクションを促進するリソースであると積極的に考える
研究者が増えた．そこで外来性問題を解消できない問題として，管理の実態を考察することが重
要であると村岡(2006)は指摘している．そして，ファン(2009)の四つのカテゴリーで外来性の管
理を考えると，それぞれの場面への参加度合により，外国人居住者の外来性への管理が異なると
考えられる．日本人との接触度合が高くなるにつれ，外国人の日本語使用に対する母語話者の評
価も厳しくなり，外来性が許容されないことが多くなると考えられる．このように，生活者とし
ての外国人の日本語使用を研究する際には，接触場面という視点からのファン(2009)による分類
を参照することが重要となるであろう．つまり，生活者に関する研究を行う際に，場面性を考慮
に入れるべきということである． 
また，名乗り行動について言及している研究から，外国人の外来性管理の実態を窺うことがで
きる．接触場面のインターアクションでは，名乗り行動は最初の自己紹介の段階において外国人
居住者の外来性を顕在化させる言語行動である．そのため，名前の選択から，名前が持つ外来性
に対する外国人居住者の意識が窺えると言える．竹尾・矢吹(2006)の研究から，名前の外来性に
ついて否定的に考える外国人が多いことが読み取れる．それは，相手国において多くの場合，名
前の外来性が許容されないためであると考えられる．そのため，外国人居住者は相手国に合わせ
て改名することが多いが，何らかの形で母国名を残したがる傾向もある．このように，名前にお
ける外来性の管理に関しては，外国人居住者の個人の信念に影響されることもあり，社会的状況
などによっても制約を受けている．つまり，外来性問題に関しては，個人要因と社会環境要因の
両方が存在していると言える．さらに言うと，名乗り行動以外の言語行動においても，外国人居
住者は社会環境に影響されながら，個人の信念によって外来性を管理していると考えられる． 
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また，言語管理の観点から外来性を分析したフェアブラザー(2003)からも分かるように，母語
話者によって留意される外来性には，否定的に評価されるものもあれば，中立的に評価されるも
のや肯定的に評価されるものもある．さらに，留意されない外来性も存在していると推測できる
だろう．実際に日本に長期滞在する人は，多くの接触場面を経験してきたため，何が逸脱となっ
て接触問題を引き起こす可能性があるかをある程度予測することができ，それを事前に回避する，
あるいは表面化させない能力まで持っていると考えられる（村岡 2010）．さらに言うと，このよ
うな事前調整の累積により，外来性が除去されたように見せることが可能になるとも考えられる． 
一方，「上手に話してはいけない」と考えている韓国人の事例は，言語的な逸脱がなくなった
ら，社会言語的・社会文化的な逸脱も母語話者から許容されなくなるが，同時に非母語話者にと
ってそれら全てを完璧に習得することが困難であることを意味している．そのため，日本語の言
語的外来性を全て無くそうとは考えずに，ある程度の外来を保持し利用するように意識的に管理
している．このように，長期滞在者は自らの接触経験から，外来性を意識的に管理しており，日
本語の使用にも影響を与えていることがわかる． 
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本稿では，日本に長期滞在する中国人居住者に関する研究を中心に紹介し，従来の華人・華僑
や，オールドタイマーズ・ニューカマーズの定義や特徴から，中国人居住者を分析する際の注意
点をまとめた．そして，長期滞在者に存在するアイデンティティ問題や，言語または外来性問題
などについての研究を考察した．ただし，長期滞在する中国人居住者の接触場面会話における外
来性への管理はまだ明らかにされておらず，その実態の究明は今後の研究おいて重要な課題とな
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